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ボーリング柱状図
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発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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大田原土木事務所 2008-11-20 ～ 2008-11-25
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497.27 0.90 0.90

礫混じり
シルト
(M-G)

496.82 0.45 1.35

シルト(黒
ぼく）
(M)

495.97 0.85 2.20

ロ－ム
(Lm)

489.85 6.12 8.32
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密
な

Gl－0.5m付近まで盛土様相を呈す
る。
含水、粘性共にやや高位。

含水、粘性共にやや高位。有機物
を混入

含水、粘性共にやや高位。有機物
を混入。

含水下位。
礫はφ2～60mmの角礫、亜角礫主
体。
最大礫径70～80mmの角礫が点在
する。
6.4m以深、所々に5cm程度の砂層
を挟む。
6.80m～7.05m間、細粒土まじりの
砂層。
705m以深、φ40～50mmの礫、密
に混入。
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